
校長 東條 睦宣

冬の寒さの影響か，はたまたコロナウィルスの影響か，今年は鹿島小

学校敷地内の桜の開花が昨年よりも１週間ほど遅くなりました。余りに

も遅いので，校長室前に「桜開花第一号発見者募集中！」の貼り紙まで

するほどでした。３月１７日，６年生が「校長先生，桜の花の第一号が

咲いていました！」と教えてくれ，見に行くと，体育館横のフェンス沿

いに白い可憐な花びらが見えました。

どんなに寒く厳しい冬であっても，必ず春は訪れ，桜は咲く。そんなことを強く思うこと

でした。

さて，本年度の卒業式の「お別れのことば」の中で，『大切なもの』という合唱曲を歌

います。コロナ対応・対策で，出席者や内容に依然として制限しないといけない状況ではあ

りますが，卒業生・在校生が一緒にこの歌を歌います。

『大切なもの』の歌にこんな一節があります。

教育の営みの一つに，「大切なもの」に気付かせることがあります。子育てはその連続の

ようです。伝えても教えても，子どもの様子を見ると，その「大切なもの」に気付かず，身

にも付いていないのではないかと思えることも多いです。ある教育者は，「教育とは流れる

水の上に文字を書くような儚（はかな）いものだ。」と言っています。

しかし，確信を持って言えるのは，「子どもたちは確実に成長する」ということです。た

だ，その成長のスピードや成長の仕方には個人差があり，個性もあります。それでも，子ど

もたちが確実に成長するということは，確信を持って言えます。

３月１０日（木）の夕方，「ウミネコ留学巣立ちの会」が行われました。直前まで，子ど

もたちはいつものように校庭で遊んでいました。１学期は，子どもたちだけでは楽しく遊べ

なかった子どもたちです。遊び始めたのはいいのですが，途中で悪ふざけをする子，友達と

トラブルになり悪口を言い合う子が出て，集団遊びが成立しませんでした。でも，この日の

子どもたちは，大人が誰もいなくても，１分１秒を惜しむかのように楽しそうに仲良く遊ぶ

姿がまぶしくもありました。巣立ちの会で市教育長先生がごあいさつをされ，子どもたちの

「思い出文集」の文字の丁寧さ，書きぶりを大変褒めてくださいました。このようなことを

苦手としている子どもたちもいましたが，そこにも「確実に成長した姿」がありました。

先に紹介した，桜の花が必ず花開くように，子どもたちも必ず成長するんだという「たい

せつなもの」を噛みしめながら，本年度を締めくくることができそうです。２名の卒業生，

巣立つウミネコ留学生，そして，残る子どもたち全員の素晴らしい明日を願います。

本年度も，鹿島小学校・鹿島分園を支えてくださった保護者の皆様，地域の方々に篤く御

礼を申し上げます。来年度もどうぞよろしくお願いいたします。

笑顔いっぱい 感動いっぱい 夢がふくらむ

～ウミネコとカノコユリと恐竜の里～
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桜開花 第一号

♪大切なものに気付かないぼくがいた

今胸の中にある温かいこの気持ち

♪いつか会えたなら ありがとうって言いたい

遠く離れてる君に 頑張る ぼくがいると 『大切なもの』より



 

４月の主な行事予定 

 

 

 

卒業生・卒園児を送る会(４日) 

 

お別れ遠足(４日)

幼稚園卒園式(１７日) 

 

今月のかしまっ子


